
まちづくりの理念 

（１）「調和と共生のまちづくり」 

⇒自然との調和・共生、人と人との共生によるまちづくり 

（２）「元気なまちづくり」 

⇒「まちの活力」を維持・充実させてまちの「元気力」を向上させるまちづくり 

（３）「協働のまちづくり」 

⇒市民、事業者と行政が「協働」し、「自ら考え自ら実行する」自律的なまちづくり 

重点施策 

（１）地域資源の循環による「まちの活力」の維持・充実 

（２）質的充実による居住環境の魅力向上 

（３）市民・事業者・行政の協働の推進 

都市の将来像とまちづくりの目標 

 
（１）都市の将来像 

「みんなで創ろう 潤いめぐる 緑と文化の輝くまち 河内長野」 

（２）まちづくりの目標 ※カッコ内は基本目標 

 １）環境調和都市 （①良好な環境の保全と創出 ②環境負荷の低減） 

 ２）共生共感都市 （①地域福祉の充実②健康づくりの推進③人権の尊重） 

 ３）元気創造都市 （①元気な地域づくり②まちを担う人づくり③産業の活性化） 

 ４）安全安心都市 （①日常生活における安全安心の確保②非常時への対応③都市基盤の質的な充実） 

 ５）自律協働都市 （①協働の仕組みづくり②行財政改革③広域連携） 

評価の参考基準

Ａ 十分できている
現行計画に記載している内容のうち、概ね80％以上程度達成できていると考えられ
るもの

Ｂ ある程度できている
現行計画に記載している内容のうち、概ね60％～80％程度達成できていると考えら
れるもの

Ｃ どちらとも言えない
現行計画に記載している内容のうち、概ね40％～60％程度達成できていると考えら
れるもの

Ｄ あまりできていない
現行計画に記載している内容のうち、概ね20％～40％程度の達成に留まっている
もの

Ｅ まったくできていない
現行計画に記載している内容のうち、概ね20％以下程度の達成に留まっているも
の、又はまったくできていないもの

区分

・人口減少・少子高齢化への対応として、若年層の定住転入促進や高齢

者のいきがいづくり、地域包括ケアシステムの構築などのほか、安全

安心のまちづくりを推進するとともに、まちの活力の維持・向上を図

るため、産業の活性化や中心市街地の活性化、地域の特性を活かした

土地利用の推進、地域力の向上に向けた地域コミュニティの活性化な

どに取り組んでいく必要がある。 

・また、自立的な都市経営を図るため、財政基盤の確立に向けて、公共

施設（道路・橋梁等含む）の維持管理や財政健全化への取組み、都市

ブランドの構築とシティプロモーションの展開などに取り組んでい

く必要がある。 

○第４次総合計画では、市域を市街地部・丘陵部・山林部の３つに区

分し、それぞれの方針に基づきまちづくりを進めてきた。今後にお

いても住環境の保全を図るとともに、それぞれの地域において、環

境の変化や高齢化等への対応や産業の振興に係る視点を持って、ま

ちの活力の維持・充実に向けて有効的な土地利用を図る。 

○新婚世帯家賃・持家取得補助や空き家バンク制度等、定住・転入の

促進を図ったが、第４次総合計画の想定定住人口には到達しない状

況である。今後も、人口減少抑制を図るため、子育て支援や教育の

充実、就労の場の確保、公共交通の維持・充実等を図るとともに、

都市ブランドの構築や効果的なシティプロモーションを検討し、若

年層の定住・転入の促進を図っていく。 

○活動人口について、生産年齢人口減少による活力低下が懸念される

中で、地域力を高めることが必要であることから、高齢者の知識・

技能の活用や若い世代の積極的な地域活動への参加促進など、まち

づくりに関わる人材の確保に努めるとともに、地域で活動するきっ

かけづくりや場の提供等の支援を行うなど、活動人口の増加に向け

た取組みを推進していく。 

基本的なまちづくりの方向性 
・量的拡大から質的充実への転換 

・地域資源の循環を通して「まちの活力」を維持・充実 

 

 

■第４次総合計画の総括 

Ⅰ 第４次総合計画の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 施策別評価 

第４次総合計画に記載されている 46 施策分野ごとに、下記の基準に基

づき、目指すまちの姿に対する指標や取組内容、課題等を踏まえ、総合的

に評価を行いました。 

 

 

 

 

 

評価結果 

Ⅲ 人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 土地利用 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 今後の課題と方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策分野 評価  施策分野 評価 

1 

環
境
調
和
都
市 

1 自然環境 Ｂ  

4 

安
全
安
心
都
市 

1 危機管理 Ｂ 

2 公園・緑地 Ｂ  2 防犯 Ｂ 

3 景観形成 Ｂ  3 消防・救急救助 Ｂ 

4 環境保全 Ｂ  4 防災 Ｂ 

5 循環型社会 Ｂ  5 治山・治水 Ｃ 

2 

共
生
共
感
都
市 

1 人権・平和 Ｂ  6 消費生活 Ｂ 

2 男女共同参画 Ｂ  7 交通安全 Ｂ 

3 地域福祉 Ｂ  8 交通体系 Ｂ 

4 高齢者福祉 Ｂ  9 道路 Ｂ 

5 障害者福祉 Ｂ  10 市街地整備 Ｃ 

6 児童・ひとり親家庭福祉 Ｂ  11 住宅 Ｂ 

7 健康 Ｂ  12 上水 Ｂ 

8 社会保障 Ｂ  13 下水 Ｂ 

3 

元
気
創
造
都
市 

1 生涯学習 Ｂ  14 斎場・墓地 Ｂ 

2 次世代育成 Ｂ  
5 

自
律
協
働
都
市 

1 協働 Ｂ 

3 学校教育 Ｂ  2 コミュニティ Ｂ 

4 社会教育 Ｂ  3 情報化 Ｂ 

5 青少年育成 Ｂ  4 行財政運営 Ｂ 

6 市民スポーツ Ｂ  5 広域行政 Ｂ 

7 市民文化 Ｂ     

8 国際交流 Ｂ     

9 商業・サービス業 Ｃ 
 

   

10 工業 Ｃ     

11 農業 Ｂ     

12 林業 Ｃ     

13 観光 Ｂ     

14 勤労者 Ｂ     

「ある程度できている」が

大半を占めている一方、主

に産業関係等で「どちらと

も言えない」の項目が多く

なっています。 

 

資料８ 

総合計画策定に係るこれまでの取組み 



 

■各種調査結果からみる課題 

子どもから高齢者まで、誰もが暮らしやすいと感じられる取り組みが必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河内長野らしさを感じられるまちづくりを進めることが必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働のまちづくりを展開することが必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民アンケート 

・住み続けるために必要なことで福祉サービスの充実が求められている 

・高齢者や障がい者が安心して暮らせるまち、保健・医療が整ったまちが求められている 

・心の教育の推進や、いざというときに預けられる保育サービスの充実が求められている 

・駅へのアクセス、道路・歩道の整備が求められている 

・災害時における連絡体制の充実が求められている                など 

市民ワークショップ 

・高齢化が進み一人暮らし高齢者が増加している 

・少子化により将来の不安要素が多い 

・災害が比較的少ないが、高齢化と人口減で災害時の助け合いが不安 

・子どもの見守り隊の活動が活発 

・防災、防犯、生活支援など、あらゆる面での安全・安心に暮らせるまちづくりを行う など 

小中学生（アンケート、ワークショップ） 

・子どもから高齢者まで元気に暮らせる健康なまちが求められている 

・買物などの便利さの充実が求められている 

・小学生では安全・安心なまちが求める割合が高い                など 

市民アンケート 

・町並み・自然・歴史などへの満足度は高く、重要度も比較的高い 

・定住したい理由として自然環境のよさがあげられている 

・身近な緑などの環境保全、自然を残した田園風景が広がるまちが望まれている 

・駅周辺などの商店の活性化が求められている 

・空き店舗、空き地を活用したにぎわいあるまちが求められている        など 

市民ワークショップ 

・地域を維持する観点から人口確保を行うため、地域資源を活かし、特徴あるまちづくりを行う 

・豊かな自然や文化財を守るだけでなく、活かす 

・農業の魅力を観光や商業とつなぐ                      など 

小中学生（アンケート、ワークショップ） 

・自然や寺社仏閣が多い、星がきれい、ホタルがいる 

・伝統芸能、文化財が多く、国宝もある 

・文化財を巡るツアー、歴史的名所のイベントを増やす             など 

市民アンケート 

・地域活動などへの参加状況は、若い世代ほど少ない 

・地域の関係づくりや、活動の担い手、リーダーづくり、市民が参加しやすいイベントなどの開

催が求められている                           など 

市民ワークショップ 

・元気高齢者の活力を活かすなど、地域ぐるみで防災・防犯体制を整える 

・協働により環境・景観の取り組みを進める 

・退職後の余暇時間のある人が多いが、ボランティア活動につながる人が少ない 

・地域リーダーなどの担い手が不足してきている 

・住民同士の結びつきの強い地域がある一方、一体感やつながりが薄い面もある 

・市民との協働による情報バンクやネットワークをつくり情報の共有を図る   など 

小中学生（アンケート、ワークショップ） 

・ほとんどの小中学生が近所の人とあいさつをしている 

・小学生の４割程度が地域活動や行事に参加している 

・老若男女問わず交流できる場づくりやあいさつなどのコミュニケーションを図る 

・地域活動や行事に参加する                        など 


